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重度の歯周病による早産・低出生体重児出産を
予防するための妊婦歯科健康診査を助成します。

健

家庭



　本当に真面目で素直！そして、
食事の仕方がすごくきれいだと思
います。落としたゴミは拾うし
テーブルも汚さないので、食堂は
常に綺麗な状態です。とても助
かっています。

こんな けし を見つけたら福祉保健所まで連絡を！
　けしの仲間は、通常４月から６月にかけて美しい大きな花を咲かせますが、その一部には、法律で栽培が禁止さ
れているものがあり、誤って庭先などに植えられていることがあります。

　自生しているところを見かけたり、お心当たりのある方は、勝手に
抜かず、須崎福祉保健所までご連絡をお願いいたします。

　アンデパンダン展（絵画の部）を６月から開催します。
　アンデパンダンとは、本来「独立」を意味するフランス語ですが、美術用語としては「誰でも自由に出品
できる無審査かつ無賞の展覧会」を指します。

搬入日：６月 2 日（金）・3 日（土）　両日とも 10：00 ～ 17：00
出品資格　四万十町内在住者、四万十町出身者、現在四万十町内に勤務している方、および通学している
高校生以上の方。また、四万十町に縁のある方。

展覧会開催期間：6 月 10 日（土）～ 7 月 28 日（金）
　応募作品の規定などにつきましては、美術館に開催要項がありますのでご連絡ください。

■お問い合わせ先　四万十町立美術館　

((

２２－５０００

不正けしの特徴
①花びらは一重のものや、八重のものなど様々ある
　赤、薄紫、白、桃などの色がある
②葉は互い違いに茎につき、茎を抱き込むような形
③葉や茎にほとんど毛がない

【連絡先】　須崎福祉保健所　衛生環境課　

((

０８８９-42-2004
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　四万十町では、次世代を担う子育て世代の住宅取得の支援を目的とし、本町への移住定住の促進を図りつつ、農山
村地域の将来の担い手を充実させていくことにより活力に満ちた地域社会の実現を目指した補助事業を行います。

①新たに町内に住宅を取得される方。
②居住者全員が住民登録し、５年以上継続して居住する意思のある方。
③交付申請時において、満 12歳以下の子どもを扶養している世帯。
④３親等以内の親族からの住宅取得でないこと。
⑤居住者が、町税等を滞納していないこと。
⑥居住者が、暴力団等排除措置対象者でないこと。
⑦地域行事への参加など積極的に地域に関わっていく意思があること。
※詳細については、建設課までご相談ください。

（１）事前申込書　 （２）同意書兼誓約書　 （３）同居者全員の住民票
（４）住宅の取得費用が確認できるもの（見積書などの写し）
（５）取得する住宅の付近見取図及び平面図 (間取り図 )など

事前申込書に必要書類を添付して建設課または各地域振興課へ提出してください。
（電話での申し込みは受け付けておりません。)

令和５年４月から 請負契約または売買契約の締結前に行ってください。

( 対象経費の 1/2 以内で上限 50万円。また、農山村地域には 1/4 以内で上限 50万
円の加算があります。)
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■ 令和５年度当初予算が可決されました
　四万十町の令和５年度当初予算が町議会３月定例会で、一部修正動議を経て可決されましたので、概要についてお知らせし
ます。
　一般会計における予算総額は、普通建設事業費の増加などにより、前年度と比較して 19 億 2,100 万円（10.1％）増加の
208 億 5,500 万円となりました。なお、修正動議については、道の駅あぐり窪川の後背地に整備を予定している観光交流拠点
施設の設計費用 1,500 万円に対して減額修正案が提出され、賛成多数で可決されました。
　また、国民健康保険事業などの 10 特別会計と水道事業会計を加えた全会計の純計（重複分を差し引いた）予算規模は 268
億 9,954 万円となっています。

　以上のような基本方針のもと、令和５年度はエネルギーや食料価格の高騰による厳しい環境の中、まちづくりを推進し
ていくために欠かすことのできない施策である、移住・定住促進や子育て支援施策の充実など、「第２次四万十町総合振興
計画」に掲げたまちの将来像の早期実現や、国・県の動向及び今後の財政運営等にも十分注視しつつ、公約の実現に向け
編成しました。

■ 予算編成の基本方針

【 歳 入 】

■ 会計別当初予算の状況

■ 一般会計の主要事業
▼第２次総合振興計画の推進

▼人口減少の克服と地方創生を目指して

▼徹底した行財政改革と中・長期的な視点に立った予算編成への取り組み

▼町民参画と行政の透明性の向上

～ まちの将来像「山・川・海 自然が 人が元気です 四万十町」の実現 ～

～「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げた基本目標のより一層の推進 ～

令和５年度 当初予算の概要 一般会計総額 208 億 5,500 万円
［ 対前年度当初比＋19 億 2,100 万円・＋10.1％ ］

区　　　　　分 令和５年度当初 構成比
（1）自 主 財 源 57 億 8,431 万円 27.7%

町 税 16 億 3,131 万円 7.8%
分・負、使・手 ※ 2 億 7,214 万円 1.3%
寄 附 金 13 億 1,000 万円 6.3%
繰　　 入　　 金 22 億 8,977 万円 11.0%
そ　　 の　　 他 2 億 8,109 万円 1.3%

（2）依 存 財 源 150 億 7,069 万円 72.3%
譲与税および交付金等 7 億 4,748 万円 3.6%
地 方 交 付 税 68 億 7,789 万円 32.9%
国 庫 支 出 金 19 億 8,059 万円 9.5%
県 支 出 金 14 億 5,233 万円 7.0%
町 　 　 　 　  債 40 億 1,240 万円 19.3%
合　計 (1)＋(2) 208 億 5,500 万円 100.0%

区　　　　　分 令和５年度当初 構成比
（1）義 務 的 経 費 57 億 8,305 万円 27.7%

人　　 件　　 費 25 億 8,460 万円 12.4%
扶　　 助　　 費 12 億 6,299 万円 6.0%
公　　 債　　 費 19 億 3,546 万円 9.3%

（2）投 資 的 経 費 62 億 1,730 万円 29.9%
普 通 建 設 事 業 59 億 6,868 万円 28.7%
災 害 復 旧 事 業 2 億 4,862 万円 1.2%

（3）そ の 他 の 経 費 88 億 5,465 万円 42.4%
物　　 件　　 費 35 億 4,180 万円 17.0%
補  助  費  等 20 億 5,653 万円 9.8%
積 立 金 16 億 5,142 万円 7.9%
繰 出 金 14 億 8,949 万円 7.1%
そ　　 の　　 他 1 億 1,541 万円 0.6%

合　計 (1)+(2)+(3) 208 億 5,500 万円 100.0%

年　　度 積立基金 ( 預金 ) 残高 町債 ( 借金 ) 残高
令和５年度見込額 123 億 7,100 万円 210 億 8,956 万円
令和４年度見込額 130 億 757 万円 183 億 1,698 万円
令和３年度決算額 127 億 5,529 万円 183 億 4,857 万円

　町債は、公共施設の建設等の財源として町が借り入れるお金
で、いわゆる借金です。しかし、個人の借金とは違って、将来
その返済 ( 元利償還金 ) の一部が、地方交付税として国から交
付 ( 算入 ) されるものが多数あります。
　左表の令和３年度決算額では、一般会計の町債残高が 183
億 4,857 万円となっていますが、そのうち地方交付税で交付さ
れるものなどを除き、町が支払う実質の負担額は 40 億 5,841
万円（町債残高の 22.1％相当額）となっています。

詳細については、町ホームページ「四万十町の財政状況」コーナーで公表しています。

町民一人あたりの予算額：1,329,530 円 （令和 5 年 3 月 1 日現在：15,686 人）

目
的
別
一
般
会
計
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議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費
7,725 円 437,266 円 229,100 円 92,594 円 94,251 円 35,549 円

（1 億 2,117 万円）（68 億 5,895 万円）（35 億 9,367 万円）（14 億 5,243 万円）（14 億 7,841 万円）（5 億 5,763 万円）
土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 その他

132,254 円 47,824 円 112,769 円 15,850 円 123,388 円 960 円
労 働 費
諸支出金
予 備 費

（20 億 7,454 万円）（7 億 5,016 万円）（17 億 6,889 万円）（2 億 4,862 万円）（19 億 3,546 万円） （1,507 万円）

［お問い合わせ先］　総務課財政班　

((

22-3111

【 歳 出 】［ 性質別 ］
※分・負、使・手＝分担金および負担金、使用料および手数料

一般会計当初予算の概要

一般会計
歳入総額
208億

5,500万円

一般会計
歳出総額
208億

5,500万円
［性質別］

町税
16 億 3,131 万円（7.8％）

分・負、使・手
2 億 7,214 万円（1.3％）

寄附金
13 億 1,000 万円

（6.3％）

人件費
25 億 8,460 万円

（12.4％）

扶助費
12 億 6,299 万円

（6.0%）

　公債費
19 億 3,546 万円

（9.3％）

普通建設事業費
59 億 6,868 万円（28.7%）災害復旧事業費

2 億 4,862 万円（1.2％）

物件費
35 億 4,180 万円

（17.0％）

補助費等
20 億 5,653 万円

（9.8％）

積立金
16 億 5,142 万円

（7.9％）

繰出金
14 億 8,949 万円（7.1％）

その他 1 億 1,541 万円（0.6％）

繰入金
22 億 8,977 万円

（11.0％）

その他
2 億 8,109 万円

（1.3％）

譲与税・交付金等
7 億 4,748 万円

（3.6％）

地方交付税
68 億 7,789 万円（32.9％）

国庫支出金
19 億

8,059 万円
（9.5％）

県支出金
14 億 5,233 万円

（7.0％）

町債
40 億 1,240 万円

（19.3％）

自主財源自主財源
　　27.7%　　27.7%

義務的義務的
経　費経　費
　27.7%　27.7%

依存財源
　　72.3%

投資的経費投資的経費
29.9%29.9%

その他のその他の
経費経費
42.4％42.4％

会 計 名 令和５年度
予　算　額

令和４年度
予　算　額

比較
増減額 増減率（％）

一 般 会 計 208 億 5,500 万円 189 億 3,400 万円 19 億 2,100 万円 10.1

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 22 億 8,110 万円 23 億 8,910 万円 ▲ 1 億　 800 万円 ▲ 4.5

国 保 大 正 診 療 所 4 億 1,460 万円 5 億 6,040 万円 ▲ 1 億 4,580 万円 ▲ 26.0

国 保 十 和 診 療 所 1 億 420 万円 1 億 490 万円 ▲ 70 万円 ▲ 0.7

大 道 へ き 地 診 療 所 860 万円 850 万円 10 万円 1.2

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3 億 4,900 万円 3 億 4,000 万円 900 万円 2.6

介 護 保 険 事 業 27 億 700 万円 27 億 2,340 万円 ▲ 1,640 万円 ▲ 0.6

特別養護老人ホーム窪川荘 3 億 6,420 万円 3 億 3,630 万円 2,790 万円 8.3

特別養護老人ホーム四万十荘 2 億 6,800 万円 2 億 6,390 万円 410 万円 1.6

農 業 集 落 排 水 事 業 3,300 万円 2,980 万円 320 万円 10.7

下 水 道 事 業 5,930 万円 5,560 万円 370 万円 6.7

水 道 事 業 会 計 9 億 8,260 万円 9 億 9,908 万円 ▲ 1,648 万円 ▲ 1.6

合 計 284 億 2,660 万円 267 億 4,498 万円 16 億 8,162 万円 6.3

重 複 分 を 除 く 実 質 合 計 268 億 9,954 万円 253 億 2,036 万円 15 億 7,918 万円 6.2
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お知らせ

工　事　名　など 工事場所など 落札業者名 契約金額　（円） 入札日 工    期

令和４年度　十農単災　第４－１号 
野々川農道災害復旧工事 野々川 伊藤（元）建設 2,706,000 2/2 2/9 ～ 3/31

令和４年度　４災　第１５６号 
一級水系普通河川　替坂谷川　河川災害復旧工事 替坂本 ㈲吉岡建設 3,575,000 2/2 2/9 ～ 3/31

令和４年度　４災　第１５９号 
一級水系普通河川　東谷川　河川災害復旧工事 平串 ㈲谷脇興業 8,800,000 2/2 2/9 ～ 3/31

令和４年度　４災　第１６３号 
一級水系普通河川　市ノ又川　河川災害復旧工事 高野 ㈱武石建設 3,080,000 2/2 2/9 ～ 3/31

令和４年度　４災　第１６１号 
一級水系普通河川　川原越谷川　河川災害復旧工事 七里 ㈲七里建設 5,885,000 2/16 2/23 ～ 3/31

令和４年度　４災　第１７５号 
一級水系準用河川　双津ノ川　河川災害復旧工事 影野 ㈲吉岡建設 2,772,000 2/16 2/23 ～ 3/31

令和４年度　４災　第４１２－１０号 
富岡　田・水路災害復旧工事 富岡 ㈲谷脇興業 3,410,000 2/16 2/23 ～ 3/31

令和４年度　４災　第４１２－１０１号 
影野　頭首工災害復旧工事 影野 ㈲吉岡建設 12,100,000 2/16 2/23 ～ 3/31

令和４年度 
町営住宅古市町９号棟解体撤去工事 古市町 ㈲松井建築 2,527,800 2/16 2/23 ～ 3/30

令和４年度 
Ｂ＆Ｇ海洋センター合併処理浄化槽改修工事 本堂 ㈱日化住宅機器 22,220,000 2/16 2/23 ～ 3/31

令和４年度　文化的施設　第１号 
旧役場本庁舎跡地　擁壁補強工事 茂串町 ㈲三浦建設 9,460,000 2/28 3/7 ～ 3/31

令和４年度　４災　第４１２－１０７号 
西川角①　水路災害復旧工事 西川角 ㈲谷脇興業 4,510,000 2/28 3/7 ～ 3/31

令和４年度　森林資源　第１号 
林道下源見線　下源見橋橋梁修繕工事 折合 ㈲三浦建設 22,110,000 2/28 3/7 ～ 3/31

令和４年度　十公適債　第３－６号 
町道久保川河内線　舗装工事 河内 ㈲竹村綜合建設 3,575,000 2/28 3/7 ～ 3/24

令和４年度　入　札　結　果　（令和５年２月実施分）

※予定価格 250 万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。　契約金額は、消費税および地方消費税込みの金額。

広
告

　毎年、田植え作業を行う際には、四万十川の濁りを軽減するためにも浅水代
掻きの実施をお願いしています。
　浅水代掻きには、稲わらや草を土中に埋め込みやすい、肥料成分や汚濁水の
流出が防げるなどの効果があります。今年も皆さまのご協力をよろしくお願い
いたします。

清流を守るため
浅 水 代 掻 き の
お 願 い
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（１） 人件費の状況（普通会計決算）

（２） 職員給与費の状況（一般会計予算）

（３） 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 （令和５年４月１日現在）

（４） 職員の初任給の状況 （令和５年４月１日現在）

（５） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （令和５年４月１日現在）

（6） 一般行政職の級別職員数の状況 （令和５年４月１日現在）

区　分 住民基本台帳
人口（年度末）

歳出額
A 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
２年度の人件費率

３年度 15,933 199億1,906万円 5億7,726万円 24億8,780万円 12.49% 12.44%

区　分 職員数
A

給　　与　　費 １人当たり給与費
Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

５年度 252人 8億9,684万円 1億6,096万円 3億5,573万円 14億1,353万円 560.9万円

区　分
一　般　行　政　職 技　　　　能　　　　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

四万十町 299,507円 324,676円 41.3歳 ― ― ―

国(５.4.1) 323,711円 405,049円 42.7歳 286,570円 328,416円 51.1歳

注）令和４年度決算は、まだできていませんので､令和３年度決算額で計上しています。

区　　分 四万十町 国

一般行政職
大学卒 175,300 円 185,200 円
高校卒 154,600 円 154,600 円

技　能　職
大学卒 ― ―
高校卒 147,900 円 147,900 円

区　　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 250,300 円 281,200 円 324,300 円
高校卒 217,800 円 255,500 円 287,400 円

技　能　職
大学卒 ― ― ―
高校卒 ― ― ―

※経験年数とは、採用前に民間企業などに勤務した期間がある場合は、その期間を換算し、採用後の勤務期間に加算した年数であるが、学
校卒業後直ちに採用された場合は、採用後の年数である。

　総務省が定める公表様式による階層区分は、経験年数が10年・15年・20年であるが、それぞれ該当者が少数のため、近似の5年範囲の平
均数値を記載。また、数値を記載していない欄は、該当者がいないため記載してないもの。

区分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な
職務内容

会計管理者
政策監
地 域 振 興 局
長
教育次長
課長　
事務局長など

副課長・次長
室長・班長
総括主幹
総括技幹
保育所長
施設長など

副課長・次長
室長・班長
係長
主幹・技幹
保育所長
主任保育士など

主査・技査
保育教諭
保育士
保健師
助産師
社会福祉士
介護福祉士など

主任
主任技師
保育教諭
保育士
保健師
助産師
社会福祉士
介護福祉士など

主事・技師
保育教諭
保育士
保健師
助産師
社会福祉士
介護福祉士など

―

職員数 22 人 39 人 66 人 51 人 40 人 34 人 252 人
構成比 8.7％ 15.5％ 26.2％ 20.2％ 15.9％ 13.5％ 100.0％

四 万 十 町 職 員 の 給 与 の 状 況 令和５年度一般会計予算に計上した四万十町職員等の給与の
状況等は、次のとおりです。

（７） 職員手当の状況

（８） 特別職の報酬等の状況 （令和５年４月１日現在）

区　分 四万十町 国

期末手当
勤勉手当

（４年度支給割合） （４年度支給割合）
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.2ヶ月分 0.95ヶ月分 ６月期 1.2ヶ月分 0.95ヶ月分
１２月期 1.2ヶ月分 1.05ヶ月分 １２月期 1.2ヶ月分 1.05ヶ月分

計 2.4ヶ月分 2ヶ月分 計 2.4ヶ月分 2ヶ月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

退職手当

（支給率） 自己都合 定年 （支給率） 自己都合 応募認定・定年
勤続２０年 19.6695ヶ月分 24.586875ヶ月分 勤続２０年 19.6695ヶ月分 24.586875ヶ月分
勤続２５年 28.0395ヶ月分 33.27075ヶ月分 勤続２５年 28.0395ヶ月分 33.27075ヶ月分
勤続３５年 39.7575ヶ月分 47.709ヶ月分 勤続３５年 39.7575ヶ月分 47.709ヶ月分

最高限度額 47.709ヶ月分 47.709ヶ月分 最高限度額 47.709ヶ月分 47.709ヶ月分
その他の加算措置 なし その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（3～45％割増）
退職時特別昇給 なし 退職時特別昇給 なし

特殊勤務
手 当

区　　分
職員全体に占める手当支給職員の割合 ０%
支給職員１人当たり平均支給年額 ０円
手当の種類（手当数）
手当の名称

時 間 外
勤務手当

年間予算額 69,882千円
職員 1 人当たり予算年額 277千円

区 分 四万十町 国

扶養手当
配偶者 6,500 円､ ～ 22 歳の子 10,000 円、
その他の扶養 6,500 円
16 歳～ 22 歳の子は 1 人 5,000 円加算

配偶者6,500円､～22歳の子10,000円、
その他の扶養6,500円
16歳～22歳の子は1人5,000円加算

住居手当 借家の場合､ 家賃 16,000 円を超える場合
家賃に応じて 28,000 円を限度に支給

借家の場合､家賃16,000円を超える場合
家賃に応じて28,000円を限度に支給

通勤手当

交通機関等利用者は 55,000 円まで全額支給 交通機関等利用者は55,000円まで全額支給
交通用具使用者は使用距離に応じて
2,000 ～ 31,600 円を支給
四万十町に住所を有する職員のうち、自動車等の
使用距離が片道 20 キロメートルを超える職員は、
20 キロメートルを超える１キロメートル（１キ
ロメートル未満切捨て）当たり 200 円を加算（上
限 5,000 円）

交通用具使用者は使用距離に応じて
2,000～31,600円を支給

片道２km 未満の者は支給なし 片道２km 未満の者は支給なし

給 　 料
町　　　　　長 ７３７，０００円
副　　町　　長 ６３１，０００円
教　　育　　長 ５７７，０００円

報 　 酬
議　　　　　長 ３１０，０００円
副　　議　　長 ２７０，０００円
議　　　　　員 ２５０，０００円

期末手当

町　　　　　長 ６月期 １．４０月分
副　　町　　長 １２月期 １．５０月分
教　　育　　長 計 ２．９０月分
議　　　　　長 ６月期 １．４０月分
副　　議　　長 １２月期 １．５０月分
議　　　　　員 計 ２．９０月分

四万十町通信一令和５年４月号 四万十町通信一令和５年４月号11 10



新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状

況
に
つ
い
て

　

昨
年
４
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

今
後
４
年
間
の
町
政
を
引
き
続
き
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
、
５

月
に
開
か
れ
ま
し
た
令
和
４
年
第
２
回
議

会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
３
期
目
と
な
る

町
政
運
営
の
所
信
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
際
の
内
容
と
も
重
複
い
た
し
ま
す

が
、
引
き
続
き
第
２
次
四
万
十
町
総
合
振

興
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）で
掲
げ
る
「
目

指
す
ま
ち
の
将
来
像
」
に
向
け
、
こ
れ
ま
で

の
好
循
環
の
兆
し
を
し
っ
か
り
と
継
承
・
発

展
さ
せ
つ
つ
、
本
町
の
課
題
を
克
服
し
、
更

な
る
発
展
と
活
性
化
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に

向
け
、
新
た
な
取
り
組
み
に
も
着
手
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

主
に
「
事
業
承
継
の
推
進
」
や
「
農
山
村

地
域
へ
の
若
者
の
定
住
促
進
」
と
「
災
害

に
備
え
た“

命
を
守
る”

対
策
の
推
進
」
に

つ
い
て
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
後
の
議
会
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
も
、
行
政
報
告
を
通
じ
て
状
況
を
お

伝
え
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
２
期
８
年
余
り
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
地
方
創
生
と
い
う
追
い
風
の
中

で
、
移
住
定
住
・
地
産
外
商
の
推
進
、
都

市
と
農
村
と
の
交
流
促
進
な
ど
に
よ
り
、

四
万
十
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
全
国
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
四
国
内
で
常
に
１
位
ま
た
は
２
位
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
住
み
た

い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
（
若
者
世
代

が
住
み
た
い
田
舎
部
門
）
で
は
１
位
を
獲
得

す
る
な
ど
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
う
し

た
ブ
ラ
ン
ド
力
や
町
の
強
み
を
生
か
し
、
先

ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
は
も
と
よ
り
、

引
き
続
き
移
住
定
住
対
策
の
推
進
や
、
地

産
外
商
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
人
材

育
成
施
策
の
推
進
な
ど
、
活
力
あ
ふ
れ
る

四
万
十
町
の
創
造
に
向
け
て
、
全
身
全
霊

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
や
議
員
各
位
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
承
継
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
の
高
齢

化
が
進
み
後
継
者
が
い
な
い
と
い
っ
た
声
が

あ
る
中
で
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
や
雇
用
が
失
わ

れ
る
危
機
感
を
抱
い
て
お
り
、
公
約
の
柱
の

一つ
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
10

月
か
ら
商
工
会
と
と
も
に
各
地
域
で
26
の
店

舗
や
事
業
所
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
中
に
は
事
業
を
承
継
し
て

も
良
い
と
い
っ
た
意
見
も
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
事
業
承
継
に
つ
い
て
具
体
的
に
意
識
し

て
い
な
い
と
い
っ
た
店
舗
も
多
く
、
店
主
の

高
齢
化
が
進
む
中
で「
い
よ
い
よ
地
域
に
と
っ

て
必
要
な
お
店
が
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
は
、
引
き
続
き
聞
き
取
り
調
査
を

進
め
、
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
事

業
者
へ
事
業
承
継
に
対
す
る
啓
発
を
行
う
ほ

か
、
事
業
承
継
を
し
た
い
と
い
っ
た
意
向
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
高
知
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
町
内
で

の
承
継
希
望
者
探
し
を
行
う
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、

町
と
し
て
具
体
的
な
支
援
策
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

農
山
村
地
域
へ
の
若
者
の
定
住
促

進
　

首
都
・
東
京
に
と
っ
て
地
方
が
欠
か
せ
な

い
よ
う
に
、「
農
山
村
地
域
」
の
存
続
な
く

し
て
、
こ
の
町
の
存
続
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
農
山
村
地
域
を
存
続
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
担
い
手
と
な
る
若
者
や
、
地

域
の
活
力
へ
と
繋
が
る
子
ど
も
た
ち
の
存
在

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
「
農
山
村
地
域
へ
の
若
者
の
定
住

促
進
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
子
育

て
支
援
策
の
拡
充
・
強
化
と
と
も
に
、
ま
ち

づ
く
り
の
要
と
な
る
農
山
村
地
域
の
担
い
手

確
保
と
、
定
住
に
よ
る
集
落
機
能
の
維
持

活
性
化
に
向
け
た
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
子
育
て
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
他
の
自
治
体

以
上
に
手
厚
い
支
援
策
を
講
じ
て
き
た
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
を
確
か

な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
や
県
の

取
り
組
み
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
成
果
に
こ
だ
わ
っ
た
施
策
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
こ
の
町
で
子
育
て
し
て
い
く
こ
と

に
対
す
る
経
済
的
負
担
や
不
安
感
を
払
拭

さ
せ
、
こ
の
地
で
自
信
を
持
っ
て
子
育
て
し

て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
医

療
費
助
成
の
対
象
年
齢
拡
大
や
給
食
費
の

無
償
化
な
ど
、
各
種
助
成
制
度
の
創
設
・

拡
充
な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
子
育
て
世
帯
を
農
山
村
地

域
へ
と
誘
導
し
、
そ
こ
で
生
ま
れ
暮
ら
し
て

き
た
方
々
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
担
い
手
の
確
保
と
、

集
落
機
能
の
維
持
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
た
め
の
具
体
的
な

施
策
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
が
住
宅
を
取

得
す
る
際
の
支
援
や
、
農
山
村
地
域
へ
の
子

育
て
支
援
住
宅
の
整
備
な
ど
、
こ
の
後
の
提

案
理
由
で
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
令
和
５

年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
所
要
の
予
算

措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
山
村
地
域
へ
の
若
者
の
定
住
促
進
に
つ

令
和
５
年
３
月

令
和
５
年
３
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会
施
政
方
針

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会
施
政
方
針

い
て
は
、
昨
年
６
月
や
12
月
の
議
会
定
例

会
の
行
政
報
告
で
も
お
伝
え
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
経
済
的
な
支
援
に
加
え
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
、
こ
の
町
を
挙
げ
て
子

育
て
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
雰
囲
気
づ
く
り

や
支
援
体
制
な
ど
も
重
要
で
す
。
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
・
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
と
、
農
山
村
地
域
へ
の
若
者
の

定
住
促
進
に
向
け
、
町
民
の
皆
様
の
よ
り一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。災

害
に
備
え
た“

命
を
守
る”

対
策
の
推
進

　
「
災
害
に
備
え
た“

命
を
守
る”

対
策
の

推
進
」
で
は
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
に
お

け
る
避
難
対
策
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

に
お
け
る
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
、
町
全
域

に
わ
た
っ
て
の“

命
を
守
る”

対
策
の
３
つ
を

中
心
に
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
に
お
け
る

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
対
策
で
は
、

要
配
慮
者
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

た
個
別
避
難
計
画
の
策
定
や
避
難
訓
練
を

実
施
し
、
避
難
が
困
難
な
方
に
対
し
て
は

引
き
続
き
具
体
的
な
支
援
策
を
検
討
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
避
難
場
所
で
も
応
急
期

に
必
要
な
各
種
機
能
の
強
化
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
土
砂
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
と
し
て
は
、
災
害
時

に
避
難
場
所
が
使
え
な
い
と
い
っ
た
事
態
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
２
次
避
難
所
を
主
と
し

た
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
対
策
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
に
、
町
全
域
に
わ
た
る
町
民
の
皆
様

の“

命
を
守
る”

対
策
で
は
、
地
域
防
災
計

画
の
点
検
・
見
直
し
や
、
災
害
対
策
本
部

機
能
の
強
化
を
目
的
と
し
た
設
置
訓
練
を
、

定
期
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
発
災
時
に
お
け
る
燃
料
供

給
体
制
で
は
、
自
家
給
油
施
設
を
消
防
本

署
の
敷
地
内
に
整
備
し
、
来
年
度
よ
り
流

動
備
蓄
と
し
て
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
公
助
」
と
し
て
の
対
策
に

加
え
、
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

自
主
防
災
組
織
の
皆
様
に
、
地
域
に
お
け

る
初
期
活
動
や
「
自
助
」
「
共
助
」
の
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
役
割
を
迅
速
か
つ
的

確
に
担
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
各
避
難
所
の
開
設
訓
練
や
避
難
所
の
運

営
計
画
の
見
直
し
を
繰
り
返
す
な
ど
、
地

域
の
防
災
力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の“

命
を

守
る”

対
策
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協
力
と
、
各
ご
家
庭
に
お
き
ま
し

て
も
災
害
に
備
え
た
日
頃
か
ら
の
対
策
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
が
、
昨
年
５
月
の
「
所
信
表
明
」

で
申
し
上
げ
た
新
た
な
取
り
組
み
と
な
り
ま

す
が
、
こ
の
他
に
も
国
や
県
の
動
向
に
合
わ

せ
て
、
次
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

と
町
経
済
の
回
復

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
で
は
、
感

染
拡
大
か
ら
約
３
年
が
経
過
し
、
感
染
症

対
策
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用
の
あ
り
方
や
、

感
染
症
法
上
に
お
け
る
分
類
の
見
直
し
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
は
コ
ロ
ナ
と
の
併
存
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
」
に
向
け
、
新
た
な
段
階
へ
と
移

行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
我
が

四
万
十
町
に
お
い
て
も
、
十
分
な
感
染
対

策
を
講
じ
つ
つ
、
経
済
活
動
を
徐
々
に
再
開

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
豊
富
な
食
材
や
観
光
資
源
を
生

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
を
契
機
と

し
た
高
知
県
の
取
り
組
み
と
の
連
携
、
町

内
周
遊
の
促
進
、
外
商
活
動
の
展
開
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、
感
染
対
策
に

配
慮
し
つ
つ
も
、
直
近
の
観
光
振
興
や
経
済

活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
徐
々

に
コ
ロ
ナ
前
の
に
ぎ
わ
い
と
地
域
経
済
の
活

力
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
高
速
道
路
の
延
伸
を
見
据

え
た
観
光
交
流
拠
点
施
設
を
、
道
の
駅
あ

ぐ
り
窪
川
の
後
背
地
に
整
備
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、「
花

と
み
ど
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
活
動
を
町
内

に
展
開
し
て
い
く
な
ど
、
先
を
見
据
え
た
中

長
期
的
な
観
光
施
策
の
展
開
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
町
の
観
光
基
盤
を
し
っ
か
り
と
し

た
も
の
と
し
、
町
の
経
済
の
着
実
な
回
復
に

向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

　
昨
年
12
月
、
国
に
お
い
て
「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
抜
本
的
に
改

訂
さ
れ
、
新
た
な
総
合
戦
略
と
し
て
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な

総
合
戦
略
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し

て
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
加
速
化
・
深

化
さ
せ
、
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
国
の
動
き
を
受
け
、
本

町
で
も
令
和
４
年
度
に
「
四
万
十
町
情
報

化
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
た
住
民
の
利
便
性
向
上
に
取

り
組
む
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利

活
用
も
含
め
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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健 康 広 場

健診・相談 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

赤ちゃん相談 5/10（水） 13:30 〜16:00 窪川地域子育て支援センター

健康福祉課((

22-3115
４か月児・7か月
児健診 5/17（水） 対象者に個別通知 窪川地域子育て支援センター

1歳 6か月児健診 4/19（水） 対象者に個別通知 四万十町役場東庁舎

母乳相談 5/16（火） 9:30 〜11:30 大正地域子育て支援センター 大正　町民生活課((

27-0112

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410

健康診査・がん検診

子育て通信

健 康 広 場

内　容 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

乳がん検診
4/27（木）

8:30 〜11:30

四万十町役場東庁舎

健康福祉課((

22-3115

13:30 〜16:00

4/28（金）
8:30 〜11:30

13:30 〜16:00

胃がん、結核・肺がん、
大腸がん、
若者健診、特定健診、
後期高齢者健診

５/10（水） 8:00 〜10:30
（受付時間） 興津町民館

広
告

不妊治療費助成
四万十町独自の助成制度が
あります。

母子健康手帳の交付
個別面談をして子育て期までの
流れを一緒に確認します。

ハローベビースクール
(両親教室 )
安心して出産・子育てを迎えられる
ように年4回の教室を開いています。
出産の話や赤ちゃん人形を使いなが
ら沐浴練習や抱っこの練習をします。

産前訪問
妊娠後期頃に保健師や助産師が
家庭訪問を行い、不安なく出産・
子育てを迎えられるようにアド
バイスします。

新生児訪問
保健師や助産師が家庭訪問しま
す。赤ちゃんの発育確認や育児
の心配事ができるだけ少なくな
るようにお手伝いしています。

産後ケア事業
家庭訪問型とショートステイ型
があります。

赤ちゃん相談
保健師・助産師・栄養士・保育士
等が子育ての心配事や悩みをお聞
きします。

発達相談
子どもの発達に関する心配事に
ついてアドバイスします。

乳幼児健診
4 か月・7か月・1歳 6か月・
3歳 6か月健診を実施していま
す。

妊娠前 妊娠期 出産 産後 子育て期

22-3115
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Information Information

▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

休日水道修理当番休日在宅当番医

4/15（土） 岩本商店 ((

22-2716

4/16（日） 日化住宅機器 ((

22-0407

4/22（土） 宮脇水道 ((

22-1581

4/23（日） 高橋設備 ((

22-0662

4/29（土） 桑原水道 ((

22-1163

4/30（日） 横山水道設備 ((

22-3608

5/3（水） 岩本商店 ((

22-2716

5/4（木） 日化住宅機器 ((

22-0407

5/5（金） 宮脇水道 ((

22-1581

5/6（土） 高橋設備 ((

22-0662

5/7（日） 桑原水道 ((

22-1163

4/16（日） 大西病院 ((

22-1191

4/23（日）

くぼかわ病院 ((

22-1111

4/29（土）

4/30（日）

5/3（水）

5/4（木）

5/5（金）

5/7（日）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

内容 日時 場所 お問い合わせ先

人権相談【窪川】 5/10（水） 10:00～15:00
農村環境改善センター　２階
第１会議室

町民課((

22-3117

１日行政相談【大正】 ６/8（木） 10:00～12:00 大正地域振興局　２階　小会議室 大正　地域振興課((

27-0111

１日行政相談【十和】 6/8（木） 13:00～15:00 十和地域振興局　２階　第２会議室 十和　地域振興課((

28-5111

1日行政相談【窪川】
5/9（火） 10:00～15:00

農村環境改善センター　２階
第１会議室 総務課((

22-3111
6/13（火） 10:00～15:00

農村環境改善センター　２階
生活実習室

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　



27-0111
十和 地域振興課　



28-5111

募  集募  集

募  集

「高齢者福祉計画・介護保険事業
計画」の策定委員募集

「四万十町通信」の広報委員募集

　町の高齢者支援や介護保険サービスなどに関する
「四万十町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画」
の策定に携わっていただく委員を募集します。

▼内容
策定委員会への出席・計画についての審議

（任期中、平日昼間４回程度開催）

▼応募資格　
四万十町の介護保険被保険者（40 歳以上の方）

▼募集人員　若干名

▼任期
令和５年５月から計画策定（令和６年３月末頃）まで

▼報酬　１回 5,000 円（交通費別）

▼応募方法
応募の動機と「地域住民の一人ひとりがいきいきと
暮らせるまち」をテーマとした作文（様式自由）に、
住所、氏名、年齢、職業、連絡先の電話番号を記入し、
持参または郵送で応募してください。

▼選考方法
　計画策定委員会公募委員選考基準により選考します。

▼選考結果　ご本人に結果のみ連絡します。

▼応募締切　４月 21 日（金）
■提出・お問い合わせ先

〒 786-8501　四万十町琴平町 16 番 17 号
高齢者支援課　介護保険係　

((

22-3900

　「四万十町通信」を皆さまにより分かりやすい内容で
編集し、町の情報や町民の皆さまに必要な情報をお届
けするために、一般広報委員を募集します。

▼内容
月１回広報委員会への参加。そのほか広報へのご意
見など

▼応募資格
四万十町在住の方で、広報に興味のある 20 歳以上の
方

▼募集人員　若干名

▼任期　１年（６月～）

▼報酬　１回 5,000 円

▼募集期限　５月８日（月）
※面談のうえ決定します。（面談日５月中旬）
■お問い合わせ先

企画課　

((

22-3124

「四万十町合併 20 周年記念誌」
制作委員募集

　四万十町は平成 18 年３月 20 日に窪川町・大正町・
十和村が合併してから令和８年に合併 20 周年を迎えま
す。町では町民の皆さまとともに 20 周年の節目を祝
い、本町が未来に向けて一層飛躍するための契機となる
よう、これまでの四万十町の歴史を一冊に凝縮した記念
誌を制作します。公共的団体などの幅広い分野の委員と
ともに、町民の皆さまの意見を反映させるため、「四万十
町合併 20 周年記念誌制作委員会」の委員を募集します。

▼募集人員　若干名

▼任期　令和５年６月１日～記念誌制作が終了するまで

▼制作委員会の業務
記念誌の監修、資料収集、調査研究、執筆および編集
に関すること

▼応募資格　町内在住で 20 歳以上の方

▼応募方法　
応募用紙に必要事項を記入のうえ、４月 28 日（金）
までに下記の申込先まで持参または郵送で提出してく
ださい。

▼報酬　１回 5,000 円
会議の出席に対し、報酬を支給します。

▼提出先
〒 786-8501
高知県高岡郡四万十町琴平町 16 番 17 号
四万十町教育委員会　生涯学習課
四万十町合併 20 周年記念誌制作委員会　事務局　宛

※応募用紙は、生涯学習課、大正地域振興局・十和地域
振興局にも用意しています。また町ホームページからも
ダウンロードできます。

■お問い合わせ先
　生涯学習課　

((

22-3576

軽自動車税 ( 種別割 ) の納税通
知書を発送しますお知らせ

　令和５年度軽自動車税 ( 種別割 ) の納税通知書を発送
します。内容をご確認いただき、納期限までの納付をお
願いします。

▼納税通知書の発送　５月１日（月）

▼納期限　５月 31 日（水）
障がい者などの減免には申請が必要です

　身体障がい者手帳など（身体障がい者手帳・戦傷病者
手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳）をお持ち
の方で、一定の要件に該当する場合、納期限までに申請
することで、軽自動車税 ( 種別割 ) の減免を受けること
ができます。
　なお、この減免については普通車を含め１人１台に限
ります。詳しくは税務課までお問い合わせください。
■お問い合わせ先　

税務課　

((

22-3116
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Information Information

募  集 太陽光発電設備など設置費
補助金についてお知らせ

　令和 5 年 4 月 1 日から、「太陽光発電設備など設置費
補助金」の交付が始まりましたので、お知らせします。　　　　

▼補助の対象
①自らが居住している四万十町内の住宅（店舗、事務

所など併用住宅を含む）または居住を予定している
新築または改築する住宅に太陽光発電設備および蓄
電池設備（移動式蓄電池を除く）の両方を導入し、
発電した電力を住宅において消費する個人に対して
補助金を交付します。ただし、すでに住宅に太陽光
発電設備を導入している場合、蓄電池設備のみの導
入についても補助の対象となります。

②補助対象の個人とは、四万十町の住民基本台帳に記
載がある者（実績報告書を提出する日において）で
す。

③町税を滞納していないことが条件となります。

▼補助金額
●太陽光発電設備：太陽電池モジュールの最大出力値

× 4 万円 /kw の額以内（限度額 20 万円）
●蓄電池設備：蓄電容量× 3 万円 /kw の額以内（限

度額 30 万円）※太陽光発電設備のみ設置の場合は、
補助の対象外となります。

▼補助金の交付申請方法
申請者は、発電設備などに係る設置工事の着工前に、
申請書および関係書類を添えて担当課に提出してくだ
さい。工事完了後は、30 日以内または当該年度に属
する 3 月 31 日のいずれか早い日までに実績報告書の
提出が必要です。

■提出・お問い合わせ先　
環境水道課　 　 　 

((

22-3119
大正　町民生活課　

((

27-0112
十和　町民生活課　

((

28-5112

乳幼児向け木製玩具などの製作
について

　「四万十の木ふれあい木育推進事業」について、町内
外で乳幼児向けの木製玩具などの製作をしていただける
事業者を募集します。
　本事業は、町内の新生児を対象に町産材を使って製作
する木製玩具などの中から１品をお選びいただき贈呈し
ます。四万十町の木の温もりや良さを肌で感じてもらう

「木育」として推進していくことで町内の森林整備につ
なげていく事業です。
　下記をご確認のうえ、応募いただきますようお願いし
ます。

▼玩具などの内容
●１個あたりの金額 20,000 円程度
●乳幼児が使用できるおもちゃ・机椅子など
●四万十町産材の木材を使用すること（樹種は問いま

せん）
●材質は無垢材・無塗装が望ましいですが、仕様など

により個別で判断させていただきます。
●既製品でも新たに製作する玩具などでも構いません
●１事業者あたり３品まで応募可能です

▼応募方法
木製玩具などの１品あたりの見積書・写真・サンプル

（仕様書でも可）を用意して頂き、農林水産課林業振
興室まで提出してください。応募期限はなく、随時募
集します。

■提出・お問い合わせ先
　農林水産課　林業振興室　

((

22-3113

ボランティア活動推進事業費
補助金についてお知らせ

　四万十町内で活動するボランティア団体に対し補助金
を交付します。

▼補助対象
四万十町内で活動するボランティア団体ただし、以下
のグループは対象外となります。
●町から他の助成を受けている団体
●下部組織を有する団体
●構成員が 5 名未満の団体
●「自発的な意思に基づき他人や社会に貢献する行為」

ではない活動が内容にある団体

▼補助金額　経費の 1/2 以内（上限 3 万円）

▼申請先　健康福祉課
■お問い合わせ先　健康福祉課　

((

22-3115

高齢者補聴器購入補助事業の
ご案内

有料道路における障害者割引の
お知らせ お知らせお知らせ

　耳が聞こえにくくなり、日常生活に支障をきたしてい
る中等度難聴の高齢者の方を対象に、補聴器購入の費用
を助成します。

▼対象者　下記の要件をすべて満たしている方
●非課税世帯で 65 歳以上の方
●耳鼻科医師による補聴器の必要性を認める補聴器購

入意見書が交付される方
●片耳の聴力レベルが 40 デシベル以上 70 デシベル

未満の方
●聴覚障害による身体障害者手帳の交付の対象となら

ない方
●町税などの滞納がない方
●過去に本事業の助成を受けていない方
※重度難聴、高度難聴の方で身体障害者手帳交付の対

象となる方は、補装具費支給制度（健康福祉課）の
手続きとなります。

▼助成額
●補聴器購入に係る費用２分の１のうち上限は５万円　

※付属品などは対象外
●助成は１回限り

▼申請方法
下記の窓口にて書類入手後、必要書類を提出してくだ
さい。

■提出・お問い合わせ先　
　高齢者支援課 

((

22-3900
　興津出張所 

((

25-0001
　大正　町民生活課 

((

27-0112
十和　町民生活課 

((

28-5112

　障害者手帳をお持ちの方の有料道路の割引は一人一台
事前登録した車のみでありましたが、この度事前登録さ
れていない自動車の利用（親戚や知人などの所有する自
動車、レンタカー、車検時の代車など（業務用を除く））
も可能となりました。

▼利用方法　
事前登録されていない車に搭乗している際、一般レー
ンまたは混雑レーンの料金所にて精算の際に、係員に
手帳の必要事項が記載されたところを提示してくださ
い。
※ ETC を登録している車に関しては今までどおり

ETC レーンをお使いください。
※新たにこの制度をご利用の際は下記の窓口での申請

が必要です。すでに制度をご利用で、有効期限が過
ぎていない方は申請不要です。

※オンラインでの申請も行っておりますのでオンライ
ンでの申請を希望の方はオンライン申請受付サイト
で申請を行ってください。

▼申請受付サイト
　https://www.expressway-discount.jp

▼オンライン申請に関すること
NEXCO 西日本お客様センター　

((
0120-924-863

　　　　　　　　　　　（有料）   

((

06-6876-9031
■お問い合わせ・申請窓口
　健康福祉課　　　　

((

22-3115
　大正　町民生活課　

((

27-0112
　十和　町民生活課　

((

28-5112

飼い主のいない猫への不妊・去勢手術費補助金についてお知らせ

　令和 5 年 4 月 1 日から、「飼い主のいない猫への不妊・
去勢手術費補助金」の交付が始まりましたので、お知ら
せします。

▼補助の対象
①四万十町内に生息する飼い主のいない猫（所有者が

いないことが明らかであるもの）が対象です。
②飼い主のいない猫を管理している四万十町内を所在

地とする団体からの申請を受け付けます。
③手術後に不妊・去勢手術済みであることが分かる耳

カット処置（領収書に耳カット処置ありの記載）が
必要です。

※飼い猫・営利目的に飼養管理している猫は対象外と
なります。

▼補助金額
●メス猫：1匹につき限度額15,000円（実費費用金額）
●オス猫：1匹につき限度額10,000円（実費費用金額）

▼補助金の交付申請方法
申請者は、手術を実施した日の属する年度の末日（令
和 6 年度 3 月 31 日）までに、申請書兼請求書と手術
にかかった領収書および関係書類を添えて担当課に提
出してください。※予算が無くなり次第終了しますの
で、申請予定の方は手術前に補助金があるかどうかを
ご確認お願いいたします。

■お問い合わせ先　
環境水道課　 　 　 

((

22-3119
大正　町民生活課　

((

27-0112
十和　町民生活課　

((

28-5112

軽自動車の車検時に納税証明書の
提示が原則不要になりますお知らせ

　軽ＪＮＫＳ（オンラインシステム）の導入により、全
国の軽自動車協会にあるシステムで納付確認ができるよ
うになったため、車検時に継続検査窓口での「納税証明
書の提示」が原則不要になります。（軽三輪・四輪に限る。）
※なお、以下の場合は軽ＪＮＫＳで納付確認できないため、

納税証明書が必要です。
　【例】　対象車両に未納がある場合
　　　　中古車の購入直後の場合
　　　　転出・転入直後の場合
　　　　納付直後の場合　など
■提出・お問い合わせ先　税務課　

((

22-3116
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町税の納付方法が追加されますお知らせ

　町税の納付については、これまでの口座振替やコンビ
ニ納付、スマホ決済に加え、令和５年４月より納付書に
印字されるＱＲコードを利用して納付ができるようにな
りました。
　納付書裏面に記載されている金融機関やコンビニに加
え、全国のＱＲコード対応金融機関で納付ができるほか、
スマホやパソコンを使って納付ができるなど納付方法が
大幅に拡充されますので、ぜひご活用ください。
詳しくは町のホームページをご確認ください。
■お問い合わせ先　税務課　

((

22-3116

固定資産税の納税通知書を発送
しますお知らせ

　令和５年度固定資産税納税通知書を発送します。

▼納税通知書の発送　５月１日（月）
　納期は、５・７・９・11 月の各月末です（月末が日
曜日など休日にあたる場合はその翌日）。納め忘れのな
いよう計画的に納付をお願いします。
■お問い合わせ先　税務課　

((

22-3116

国民年金の免除申請お知らせ

国民年金の支払いが困難な　皆様へ
　国民年金第１号被保険者は毎月の保険料を納めていた
だく必要があります。
　収入の減少や失業などにより保険料を納めることが経
済的に難しいときは、「保険料免除・納付猶予制度」の
手続を行ってください。
　保険料免除や納付猶予になった期間は、年金の受給資
格期間に算入されます。
※納付猶予になった期間は年金額には反映しません。
※学生の方は「学生納付特例制度」を利用してください。

受給する年金額を増やすには、保険料免除や納付猶予
になった保険料を後から納める（追納制度）ことができ
ます。

　保険料の納付期限から 2 年を経過すると時効により免
除申請ができないなど、要件を満たしていなければ将来、
障害年金や遺族年金などを受給できなくなる場合があり
ます。
　未納期間がある方、失業などで保険料納付が困難な場
合は、高知西年金事務所または、役場年金担当にお問い
合わせください。

▼出張年金相談所の開設について
本年度の出張年金相談は、6 月 7 日（水）と 12 月 6
日（水）に開設されます。相談を希望される方は、事
前に高知西年金事務所へ予約をお願いします。

■お問い合わせ先
　高知西年金事務所 

((

088-875-1717
町民課 

((

22-3117
大正　町民生活課 

((

27-0112
十和　町民生活課 

((

28-5112

▼

イベント

▼

イベント

▼
イベント

▼

イベント

移動図書館車、運行中！

四万十リバーフェスタ

よってこい四万十

ヤングアダルトコーナー
できました

　四万十町立図書館では 4 月より移動図書館車の巡回を
始めました。
　車は軽四トラックの荷台部分を本棚に改造した特殊車
両で、常時約 800 冊の本を積んで巡回しています。
　毎週火～金曜日の決まった時間に、小学校や集会所な
どを中心に町内の各所へ訪問しています。移動図書館車
の本は、町立図書館の利用者カードで借りることができ
ます。
　なお、巡回スケジュールについては、スケジュール表
を各巡回時に配付しています。また、図書館、生涯学習課、
大正・十和地域振興局でも配布中です。
■お問い合わせ先　四万十町立図書館　

((

22-5000

▼開催日時　4 月 23 日（日）10:00 ～ 15:00

▼開催場所　川遊び公園 ふるさと交流センター
■お問い合わせ先　四万十町観光協会　

((

29-6004

　出店の他に、あめご釣りやこいのぼりの寄せ書きなど
さまざまな催し物を予定しています。

▼開催日時
　５月３日（水）10：00 ～ 15：00 頃を予定

▼開催場所　こいのぼり公園
■お問い合わせ先　十和　地域振興局　

((

28-5111

　四万十町立図書館本館にヤン
グアダルトコーナーを設置しま
した。中高生の皆さん向けに、
将来を考えるときに必要な職業
や進路の本、部活や心の悩みに
役立つ本などを集めました。
　ぜひ手に取ってみてくださ
い。
■お問い合わせ先

四万十町立図書館

((

22-5000

窪川高校の生徒の
皆さんが育てた花
のプランターで、
移動図書館車の駐
車スペースを飾っ
ています。

Event

59回四万十町窪川ロードレース大会開催
４ 部 門 で 大 会 最 高 記 録 更 新 の 快 挙第

　２月５日、第 59 回四万十町窪川ロードレース大会が
開催されました。この大会は小学５・６年生から壮年
の部までの 11 部門で競われる大会です。
　当日は高知県内から集まった 115 名（申込 153 名）
が日ごろの練習の成果を発揮した力走を見せてくれまし
た。また４部門において大会最高記録が更新されました。

【第 59 回四万十町窪川ロードレース大会】
小学 5･6 年男子の部　2㎞

1 位　川渕　将義（南国鉄人クラブ）　　6 年　0:07:38
2 位　川口　瑛大（窪川ＪＲＣ）　　　　5 年　0:08:10
3 位　武田　虎汰郎（米奥小学校）　　　6 年　0:08:37

小学 5･6 年女子の部　2㎞

1 位　上田　倖妃（南国鉄人クラブ）　　6 年　0:07:59
2 位　坂本　心美（米奥小学校）　　　　5 年　0:08:18
3 位　林　陽与（窪川ＪＲＣ）　　　　　6 年　0:08:26

中学 1 年男子の部　3㎞

1 位　渡辺　燈（城北中学校）　　　   1 年　0:09:45 ＊
2 位　上田　陽士（土佐町中学校）　　1 年　0:10:26
3 位　山下　陽太（県立中村中学校）　1 年　0:10:29

中学女子の部　3㎞

1 位　荒木　緒心（窪川中学校）　　　2 年　0:10:43
2 位　金子　莉衣奈（大方中学校）　　2 年　0:11:19
3 位　金谷　紗奈（城北中学校）　　　1 年　0:11:21

中学 2.3 年男子の部　3㎞

1 位　公文　翔太（春野中学校）　　　3 年　0:09:32 ＊
2 位　村上　潤弥（大方中学校）　　　2 年　0:09:42
3 位　川田　悠仁（土佐町中学校）　　3 年　0:09:43

高校男子の部　10㎞

1 位　田辺　真咲（高知工業高校）　　3 年　0:30:47 ＊
2 位　濱口　純平（高知農業高校）　　3 年　0:31:25 ＊
3 位　長﨑　海弥（高知農業高校）　　3 年　0:31:28 ＊

高校女子の部　5㎞

1 位　穂岐山　芽衣（山田高校）　　　1 年　0:17:19
2 位　吉松　真穂（山田高校）　　　　3 年　0:17:33
3 位　石本　翔凪（山田高校）　　　　2 年　0:17:34

一般男子の部　10㎞

1 位　弘光　伶次（ミロク陸上クラブ）27 歳　0:32:50
2 位　橋村　大志（幡多陸上クラブ）　27 歳　0:33:45
3 位　久保内　幸彦（高知ＦＲＣ）　　36 歳　0:35:45

一般女子の部　5㎞

1 位　西松　美樹（四万十町）　　　　24 歳　0:18:03 ＊　
2 位　篠原　美那（まるランニングクラブ）　
 42 歳　0:31:12

壮年男子の部　5㎞

1 位　遠藤　眞（高知市）　　　　　　 42 歳　0:16:59
2 位　山本　実（土佐清水市）　　　　 51 歳　0:18:14
3 位　山中　正明（ミロク陸上クラブ）52 歳　0:18:21

壮年女子の部　5㎞

1 位　森　加奈（高知市）　　　　　　40 歳　0:22:44
2 位　古味　和歌（高知さくら）　　　52 歳　0:23;33
3 位　南　抄里（まるランニングクラブ）44 歳　0:28:53

＊＝大会最高記録

　地産の屋台出店や体験ブースが並
びます。野外イベントや餅投げも行
われます。例年通りラフティング体
験とカヤック体験も開催します。

（完全予約制となります）
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ども会駅伝大会・勤労者駅伝大会
子どもも大人も力走を見せてくれました子

　２月 12 日、第 39 回四万十町子ども会駅伝大会と
第 16 回四万十町勤労者駅伝大会が開催されました。
東又地区駅伝コース合計９km のコースを沿道の声援
を受けながらタス
キをつないで走り
ました。結果は左
記のとおりです。

【第 39 回四万十町子ども会駅伝大会】
男子の部　団体

第 1 位　東又ランナーズ 35 分 27 秒 （大会最高記録）
第 2 位　米奥小Ａ 37 分 51 秒
第 3 位　君の名は影野 37 分 58 秒

男子　区間賞

第 1 区　東又ランナーズ 　　石﨑　航　　6 分 29 秒 ＊
第 2 区　東又ランナーズ　　佐竹　奏力　6 分 39 秒 ＊
第 3 区　君の名は影野　　　武政　颯太　7 分 47 秒
第 4 区　東又バウンティーズ　濱﨑　唯斗　7 分 09 秒 ＊
第 5 区　東又ランナーズ　　窪田　龍和　6 分 47 秒

＊＝区間新記録

女子の部　団体

第 1 位　窪川小Ｃ　　　　　　　　37 分 55 秒
第 2 位　窪川小Ｄ　　　　　　　　41 分 36 秒
第 3 位　東又レボリューション　　44 分 15 秒

女子　区間賞

第 1 区　米奥小Ａ 坂本　心美 6 分 59 秒
第 2 区　窪川小Ｃ 森本　初 7 分 37 秒
第 3 区　米奥小Ａ 宮﨑　美羽 7 分 56 秒
第 4 区　窪川小Ｃ 羽屋戸　彩奈 7 分 31 秒 ＊
第 5 区　窪川小Ｃ 石本　愛麻 7 分 25 秒

【第 16 回四万十町勤労者駅伝大会】
団体の部

第 1 位　ＲＵＮＲＵＮ 27 分 28 秒（大会最高記録）
第 2 位　高幡自動車 32 分 05 秒
第 3 位　膝神 34 分 49 秒

区間賞

第 1 区　ＲＵＮＲＵＮ　武山　弘周　5 分 33 秒 ＊
第 2 区　ＲＵＮＲＵＮ　川上　悠磨　5 分 26 秒 ＊
第 3 区　ＲＵＮＲＵＮ　上澤　拓人　5 分 34 秒 ＊
第 4 区　ＲＵＮＲＵＮ　川上依武輝　5 分 16 秒 ＊
第 5 区　ＲＵＮＲＵＮ　田向　　仁　5 分 39 秒 ＊

＊＝区間新記録

▲左から駅伝子ども会女子優勝・男子優勝・勤労者駅伝優勝

ラウンド・ゴ ルフ大 会 開 催
第12回くぼかわスポーツクラブ杯グラウンド・ゴルフ大会グ

　３月２日、第 12 回
くぼかわスポーツクラ
ブ杯グラウンド・ゴル
フ大会が、金上野総合
グラウンドにて開催さ
れ ま し た。 町 内 外 の
53 名が参加し、盛り
上がりを見せました。

高知大学地域協働学部 地域生活特別講義実習生

　
前
号
に
続
い
て
、「
大
正
中
津
川 

今
昔
写

真
展
」
を
主
催
し
た
高
知
大
学
地
域
協
働

学
部 

地
域
生
活
特
別
講
義
実
習
生
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
2
回
目
は
1
年
生
の
お
二
人
。

（
※
以
下
、
大
正
中
津
川
→
中
津
川
）

　

ま
ず
は
浅
井
耀
世
さ
ん
。
浅
井
さ
ん
は

南
国
市
の
中
学
校
を
卒
業
後
、
丸
の
内
高

校
を
経
て
、
高
知
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

「
入
学
直
後
に
、
こ
の
特
別
講
義
に
誘
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
あ
ま
り
や
っ
て

な
さ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
か
え
っ
て
興
味
が

湧
き
ま
し
た
（
笑
）」
と
浅
井
さ
ん
。
そ
の

時
に
は
ま
だ
「
中
津
川
の
奥
行
き
の
深
さ
」

に
つ
い
て
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。
初

め
て
中
津
川
に
行
っ
た
の
は
6
月
の
田
植

え
の
時
。
そ
の
時
も
ま
だ
「
お
客
さ
ん
み

た
い
な
も
の
」
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
ひ
と
月
後
、
夏
祭
り
の
準
備

を
手
伝
う
た
め
に
再
び
中
津
川
を
訪
れ
た

時
の
こ
と
。
浅
井
さ
ん
の
心
が
動
き
ま
す
。

「
田
植
え
の
時
に
訪
れ
た
私
の
こ
と
を
、
中

津
川
の
人
た
ち
が
覚
え
て
い
て
く
れ
て
た

ん
で
す
。
こ
こ
を
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
の
中
の
た
だ
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
、
し

か
も
部
外
者
み
た
い
な
も
の
な
の
に
、
し
っ

か
り
覚
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
が
、
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
ん
で
す
」
一
気
に
親

し
み
以
上
の
も
の
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
浅
井
さ
ん
と
行
動
を
共
に
し
て

い
た
浪
上
愛
梨
さ
ん
。
高
知
西
高
校
を
卒
業

し
て
高
知
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
浪
上
さ

ん
も
「
は
じ
め
は
ち
ょ
っ
と
恐
る
恐
る
と
い

う
か
、
中
津
川
の
方
た
ち
が
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
る
か
ど
う
か
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
結
び
付
き
が
強
い
ぶ
ん
、
外
部
の

人
を
入
れ
て
く
れ
な
い
か
も
っ
て
想
像
し

た
り
・
・
」
と
い
い
ま
す
。
中
津
川
を
訪

れ
た
時
の
こ
と
、
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
が
鶏

小
屋
に
入
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
卵
を
集

め
て
い
く
お
ば
あ
さ
ん
。「
あ
ぁ
、
こ
う
し

て
生
活
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
な
ぁ
」
敬
服

し
な
が
ら
見
守
る
浪
上
さ
ん
。
と
、そ
の
時
、

お
ば
あ
さ
ん
が
「
は
い
！
」
と
、
そ
の
卵

を
く
れ
ま
し
た
。
高
知
市
内
で
生
ま
れ
育
っ

た
浪
上
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
そ
ん
な
些さ
さ
い細

な
瞬
間
が
驚
き
で
し
た
。「
そ
の
人
の
生
活

に
必
要
な
、
大
切
な
も
の
を
ヒ
ョ
イ
！
っ

て
あ
げ
ら
れ
る
ん
だ
〜
」
浪
上
さ
ん
が
「
中

津
川
に
近
づ
い
た
瞬
間
」
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

南
国
市
の
農
村
部
で
生
ま
れ
育
っ
た
浅

井
さ
ん
が
「
私
の
地
元
も
田
舎
な
の
で
す

が
、
中
津
川
の
方
た
ち
は
結
び
付
き
が
違
う

な
〜
と
思
い
ま
す
。
私
の
地
元
は
、
玄
関
ま

で
の
お
付
き
合
い
と
い
う
感
じ
な
の
で
す

が
、
中
津
川
は
も
っ
と
深
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
る
横
で
「
な
る
ほ
ど
！
う
ん
う
ん
！
」

と
う
な
ず
く
浪
上
さ
ん
。「
あ
れ
は
6
月
頃

だ
っ
た
か
な
ぁ
」
と
時
期
を
思
い
出
そ
う

と
首
を
ひ
ね
る
浅
井
さ
ん
に
「
ち
ょ
っ
と

待
っ
て
よ
。
え
ー
と
ね
、
そ
れ
は
6
月
5

日
！
」
と
手
帳
を
見
な
が
ら
答
え
る
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
よ
う
な
浪
上
さ
ん
。

　

県
内
出
身
者
が
比
較
的
少
な
い
と
い
わ

れ
る
高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
の
中
で
、

貴
重
な
県
内
出
身
コ
ン
ビ
。
と
っ
て
も
ピ
ュ

ア
な
二
人
に
と
っ
て
、
中
津
川
集
落
と
の
１

年
間
は
、
大
学
生
活
残
り
３
年
間
の
学
び

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
歩
み
に
、

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か

と
い
う
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

▲

「
大
正
中
津
川 

今
昔

写
真
展
」
の
準
備

▲

昭
和
51
年
の
「
ぢ
か
た

び
写
真
展
」
の
様
子

浅
あ さ い

井  耀
あ き よ

世 さん 浪
なみのうえ

上  愛
あ い り

梨 さん

今
月
の

大
正
中
津
川
の
人
々
の
あ
り
よ
う
を
通
し
て

「
集
落
」
と
は
何
か
に
迫
る
②

11回四万十町新春バドミントン大会開催
町 内 参 加 チ ー ム も 大 健 闘第

　２月 26 日、四万十町Ｂ＆Ｇ海洋センターにて新春
バドミントン大会が開催されました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で２年ぶりの開催
です。今大会は２～４部に分かれての団体戦となり、
町内外から 10 チーム 40 名の参加がありました。出
場チームは少ないながら、久しぶりの大会に手に汗握
る熱戦を見せてくれました。
町内参加者は２チームに参加。Freedom は２部３位、
くぼかわ HSBC は３部２位の結果となりました。

試合結果

　２部　優　勝　ソルト（黒潮町）
　　　　準優勝　浜千鳥（黒潮町）
　　　　第３位　freedom（高知市・四万十町）
　３部　優　勝　海援隊 B 組（四万十市）
　　　　準優勝　くぼかわ HSBC（四万十町）
　　　　第３位　香南市役所（香南市）
　４部　優　勝　へなちょこイッシーノ（高知市）
　　　　準優勝　ぴーすまいる （四万十市）
　　　　第３位　りあんとゆかいな仲間たち（津野町）
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道
３
８
１
号
を
大
正
か
ら
旧
十
和
村

方
面
へ
。
浦
越
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
１

ｋ
ｍ
ほ
ど
行
く
と
長
い
直
線
に
入
る
。
こ
の

辺
り
か
ら
茅
吹
手
の
集
落
が
始
ま
る
。
国
道

沿
い
に
数
軒
の
民
家
が
あ
り
、
国
道
か
ら
は

見
え
な
い
が
、
右
上
の
山
の
斜
面
に
も
数
軒
。

さ
ら
に
、
沈
下
橋
の
周
辺
に
数
軒
。
地
区
の

方
の
お
話
に
よ
る
と
、
沈
下
橋
周
辺
が
茅
吹

手
村
の
「
本
村
」
に
あ
た
り
、
現
在
国
道
沿

い
に
あ
る
集
落
は
小
字
名
を
「
屋
式
（
→
屋

敷
）」と
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

地
区
の
産
土
神
で
あ
る
河
内
神
社
は
、
沈
下

橋
の
近
く
に
あ
る
。
こ
の
河
内
神
社
、
そ
の

昔
は
、
今
の
場
所
で
は
な
く
、
四
万
十
川
の

近
く
に
あ
っ
た
。
四
万
十
川
に
「
新
谷
」
と

い
う
小
流
が
注
い
で
い
て
、
そ
の
合
流
地
点

辺
り
。
そ
れ
が
明
治
23
年
の
大
水
害
で
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
現
在
の
場
所
に
建
て

直
し
た
。
ち
な
み
に
、
茅
吹
手
沈
下
橋
の
正

式
名
は
「
新
谷
橋
（
し
ん
た
に
ば
し
）」
と
い

う
。
こ
の
小
流
の
名
が
つ
い
て
い
る
。「
し
ん

た
に
」
は
、地
元
の
人
は
「
に
や
（
に
い
や
）」

と
も
言
う
そ
う
だ
。

　

沈
下
橋
が
で
き
る
前
は
、
人
々
は
渡
し
舟

で
往
来
し
た
。
他
の
地
区
を
見
て
み
る
と
、

舟
番
は
地
区
民
に
よ
る
当
番
制
で
行
っ
て
い

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
茅
吹
手

で
は
、基
本
的
に
は
舟
番
は
置
か
れ
ず
、各
自
、

自
前
の
舟
で
渡
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
地
区
は
、
昔
か
ら
火

振
り
漁
が
盛
ん
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
舟
を

持
っ
て
い
た
か
ら
な
の
だ
と
、
地
区
の
方
が

教
え
て
く
れ
た
。

　

茅
吹
手
と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は

わ
か
ら
な
い
。
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
地

区
の
四
万
十
川
南
岸
の
山
の
上
に
、ま
と
ま
っ

た
面
積
を
有
す
る
茅か
や
ば場

が
あ
っ
た
こ
と
。
ま

だ
茅か
や
ぶ
き葺

の
家
が
多
か
っ
た
時
代
、
そ
の
茅か
や
ば場

で
刈
り
取
ら
れ
た
茅か
や

が
、
近
隣
の
村
々
で
も

使
わ
れ
た
と
い
う
。
戦
国
期
の
地
検
帳
に
は

す
で
に
カ
ヤ
フ
ク
テ
と
の
記
載
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

　

さ
て
近
年
の
話
。
ま
だ
予
土
線
が
開
通
し

て
い
な
い
頃
、
主
な
交
通
手
段
は
国
鉄
バ
ス
。

茅
吹
手
の
人
た
ち
も
、
通
勤
通
学
で
こ
れ
を

利
用
し
て
い
た
の
だ
が
、
昭
和
地
区
と
大
正

地
区
の
間
に
あ
る
た
め
、
茅
吹
手
か
ら
乗
車

す
る
と
き
は
い
つ
も
超
満
員
！
特
に
雨
の
日

な
ど
は
、
普
段
は
自
転
車
で
通
学
し
て
い
る

高
校
生
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
利
用
す
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
積
み
残
し
は
当
た
り
前
だ
っ
た
と

い
う
。
積
み
残
さ
れ
た
高
校
生
た
ち
は
ど
う

す
る
か
と
い
う
と
、
バ
ス
の
後
か
ら
や
っ
て

来
る
、
教
員
の
自
家
用
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ

て
い
た
の
だ
そ
う
だ
。
当
時
の
教
員
た
ち
も

心
得
た
も
の
で
、
積
み
残
し
の
子
ど
も
た
ち

は
い
な
い
か
、
気
を
つ
け
な
が
ら
運
転
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
茅
吹
手
村
・
浦
越
村
・
い
ず

れ
ご
紹
介
す
る
轟
村
の
三
村
は
「
平
櫛
（
串
）

村
」
と
い
う
名
の
村
の
一
部
で
あ
っ
た
と
い

う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
平
櫛
村
と
い
う

村
は
、
現
在
の
地
区
割
り
で
見
た
と
き
に
ど

こ
か
ら
ど
こ
ま
で
を
指
す
の
か
、
は
っ
き
り

と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
古
い
文
献
な
ど
に
は

そ
の
名
は
明
記
さ
れ
て
い
て
、
十
和
村
史
な

ど
に
も
頻
繁
に
登
場
す
る
の
で
、
存
在
し
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

ど
の
地
区
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
茅
吹

手
も
人
口
は
減
っ
て
い
る
が
、
毎
年
欠
か
さ

な
い
お
祭
り
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
ひ
と

つ
「
地
蔵
ま
つ
り
」
で
は
、
今
も
餅
投
げ
が

行
な
わ
れ
る
。
地
区
の
方
に
よ
る
と
、
昔
は

地
蔵
祭
り
で
、
相
撲
を
と
ら
さ
れ
た
そ
う
で

あ
る
。

国

茅吹手沈下橋。正式名は新谷橋。四万十川中流を代
表する風景である。

四万十町　町内ぶら～り散策

茅
か や ぶ く て

吹手

R439

R381

土佐大正

至高知市

至 黒潮町

十川

R56

窪川

窪川地域  11,143人　大正地域  2,176人　十和地域  2,367人

町のうごき

（２月28日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,512 -11 男 0 17 15 9
女 8,174 -13 女 4 15 17 19
計 15,686 -24 計 4 32 32 28
世帯数 8,113 -7 （２月中の届出）


